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いつついし自治会
10月町内会長会第 7回町内会長会

　10 月 22 日（木）、いつついし自治会第７回町内

会長会を福光交流センターで開催しました。

１．蟹野会長から次のような話がありました。

・どんぐりの実の不作によって熊の出没が相次い

でいます。注意してください。

・川原町と味噌屋町の一部で融雪装置の工事が始

まります。通行に注意してください。

２．町内会長から次のような困りごとと意見が出さ

れました。

・カラスの害がひどいので何か対策はないか。こ

れに対して、｢ 北陸電力に申し出たら、電線に

とげのあるものを付けてくれる。」・「ＬＥＤラ

イトを当てるとカラスが逃げていく。」という

対策が出されました。

３．総務部から連絡事項がありました。

・江ざらいを 11 月８日（日）に行います。実施

する町内と使用するトラックを確認しました。

・除雪対策委員会を 11 月 29 日（日）に開催し

ます。

・左義長の竹取りを 12 月５日（土）に行います。

今年は総務部だけで行います。

４．事務連絡として、次のことがありました。

・日赤募金の依頼について、町内人口割で納入し

てください。

・防犯用監視カメラ設置希望の提出は 11 月 15

日（日）までです。

・柿の木の伐採について、補助金申請ができます。

移住、その後
～南砺市地域おこし協力隊活動報告～

第 2回花の講座開催
　12 月 14 日（月）から 20 日（日）までの

一週間、南砺市地域おこし協力隊活動報告イ

ベントを開催します。１月末で卒業する福光

まちなか担当金萍（きんへい）隊員ほか２名

の卒業発表、移住・定住をテーマとした展示、

移住者トークイベント・ワークショップ・販

売など、面白いことが盛り沢山。卒業発表

などの YouTube 配信や福光交流センター１

F ホールでの放映（12 月 20 日のみ）も予定

しています。詳しくは、南砺市地域おこし協

力隊 Facebook ページや福光交流センター金

隊員までお問い合わせください。

日　時：2020 年 12 月 14 日（月）～ 20 日（日）

　　　　10：00 ～ 20：00（予定）

場　所：トーラス（南砺市福野浦町 1256- １）

入場料：無料、どなたでもご来場いただけま

　　　　す。

　但し、コロナ感染症対策のため、卒業発表

トークイベント等は予約制。

　10 月 17 日（土）午後２時から交流センター１階ホー

ルにて、第２回花の講座を開催しました。

　昨年に引き続き河合朱希代先生に教えていただきハーバ

リウム作りを行いました。参加者７名の内、男性が２名い

らっしゃいました。昨年も参加された方は段取り良く作業

しておられましたが、今回初めて挑戦してみて、なかなか

思うようにいかず悪戦苦闘しながらもなんとか作品が仕上

がりました。今回はおまけにボールペンタイプのも作らせ

てもらい、大変でしたが楽しく作業することが出来ました。
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10月11日
（日）

古市大輔教授の
� 講演

愛染苑にて

福光美術館にて

松村　寿　氏

濱本なほ子　氏・
　　増田三千代　氏

記念会館見学
� （金大生）

橘慶一郎　氏

四方正治　氏

９月19日
（土）
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「松村謙三先生を学び伝えようフォーラム２０２０」が
開催されました

　 10 月 11 日（日）に「松村謙三先

生を学び伝えようフォーラム 2020」

が同会場で開催されました。今回は金

沢大学との地域連携事業として、金沢

大学生 15 名が午前中に福光美術館と愛染苑を訪問

し、午後フォーラムに参加されました。

　

　　

　

　

　

　

　また、午前中には松村謙三の孫にあたる、松村寿

氏や濱本なほ子氏、増田三千代氏から祖父の思い出

の聞き取りがありました。東京の家へ多くの政治家

が訪れたことや東洋蘭栽培のこと、葬儀の様子など

思い出を話されました。

　

　

　

　

　

　

　午後の講演会に先立って、長年日中友好に尽力さ

れた故桃野忠義松村謙三顕彰会会長のご冥福を祈り

黙祷がありました。主催者側から四方正治松村謙三

顕彰会会長代行と田中幹夫南砺市長の挨拶があり、

来賓から橘慶一郎衆議院議員と向川静孝南砺市議会

議長の祝辞がありました。

　　

　

　

　

　

　講演は金沢大学人間社会研究域　経済学経営学系

教授の小林信介先生が「アジア太平洋戦争期の日本

の政治経済社会～全体主義化と松村謙三も視野に

～」と題して、松村の代表的な事績である日中関係

に触れながら松村が政治家として歩み始めた 1920

年代から 30 年代の日本について、また変革期を生

きる現代の我々にとって松村の生涯を知ることの重

　「松村謙三先生を学び伝えようフォーラム

2020」に先立って、プレ研修会が９月 19 日

（土）福光福祉会館３階しゃくなげホールで行

われました。講師は金沢大学人間社会研究域

　歴史言語文科系教授の古市大輔先生で「満州国前史とし

てみる清末満州の政治と社会」と題して講演されました。

　戦前の松村謙三の中国・満州の訪問にもふれながら、張

作霖政権の誕生や「満鉄」と「関東軍」を誕生させた日露

戦争について話されました。






記念写真

小林信介教授の
� 講演
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三世代交流餅つきについて
　毎年たくさんの方にご協力・ご参加いただ

いております三世代交流餅つきですが、今年

はコロナ対策などの影響で、残念ですが中止

する事になりました。

　来年は子供たちの「よいしょ！」と言う大

きな掛け声が聞けるようになりたいもので

す。

第３回花の講座参加募集案内
〇日　　時　12 月 19 日（土）午後 2 時より
〇場　　所　福光交流センター　１階ホール
〇内　　容　正月飾り作り
〇参 加 費　２，０００円（当日集金）
〇募集人数　20 名
※コロナ対策の為、募集人数になり次第締め切ります。

　参加申し込みは福光交流センターへお願いします。

　申込用紙は事務所前に有ります。

　　　福光交流センター　電話 52-4684 ／ Fax 88-0226

　参加申し込み締め切り：12 月 10 日（木）

要性について話されました。

　講演会には 120 名の参加がありました。今回の

講演の内容や聞き取りの記録は『松村先生を学び伝

えようフォーラム 2020 報告書』に掲載されます。

　なお、来年は松村謙三没後 50 年となり、８月

22 日（日）に記念講演を行います。その折に『松

村謙三遺墨集』『松村謙三と中国（仮題）』『三代回

顧録復刻版』を出版する予定です。

　福光宇佐八幡宮では、年末年始に次の行事を予定しています。

①お 焚 き 上 げ　古い御札などを令和 2 年 12 月 23 日（水）～ 30 日（水）までの期間、社務所前の

箱に入れてください。（一般的なゴミや燃えないものは厳禁）

　　　　　　　　31 日（木）午後 2 時より御祓い焚き上げを行います。（午後 4 時終了）

②初詣・諸祈願　正月三が日行っています。※マスクを着用し 3 密を避けてお参りください。また、

体調不良の方はご遠慮ください。

③家　 祈　 祷　コロナ感染防止のため、家祈祷は中止いたします。

宇佐八幡宮からのお知らせ
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福光地区
12月行事のお知らせ

12/5（土） 左義長竹取運搬　午前９時より
12/9（水） 第６回上映会
 午後１時30分より
12/18（金） 第６回そくさい会
 午後１時30分より
12/19（土） 正月飾り作り 午後２時より
12/23（水） 町内会長会 午後７時より
12/25（金） 福寿大学 午後２時より
12/27（日） 福光交流センター大掃除
 午前９時より
12/28（月）～1/4（月）
  福光交流センター閉館

令和３年度

42歳本厄（申・酉年）令
れい

和
わ

申
しん

酉
ゆう

会
かい

令和3年 233年目の御神輿巡幸へ向けて事務所を開設！
～�福光宇佐八幡宮春季例大祭�御神輿担方�～

　10 月４日（日）、42 歳厄年「令和申酉会」の事務所を福

光本町 6899 番地（和多屋呉服店様隣）に開設いたしました。

福光の地で代々継承されてきた由緒ある御神輿巡幸を行える

喜びを胸に、一生懸命取り組みます。

　来年４月 18 日（日）、61 歳還暦、42 歳と 25 歳の厄年を

迎える旧町在住、出身、または、ゆかりのある男子が地域の

安寧を願い、御神輿を担いで旧町内を練り歩かせていただき

ます。

　42 歳前厄、後厄の方々、そして御神輿保存会様の方々に

もご協力をいただき、令和申酉会が中心となり御神輿巡幸の

準備をして参ります。

　地域の皆様、宜しくお願いいたします。

◇ 42 歳本厄 令和申酉会 役員 ◇
会　　　長　海木　恒人　栄町

副　会　長　尾山三樹夫　天神町

　　〃　　　長谷川幸大　栄町

事 務 局 長　村上　孝司　天神町

事 務 会 計　西野　　賢　砺波市（川原町）

宮 委 員 長　鷹栖　　聡　砺波市（西町）

巡幸委員長　石崎　　篤　栄町

防災委員長　浦田　敏志　福野（西町）

親睦委員長　宮丸　　丈　栄町

衣装委員長　長谷川幸大　栄町
 ※敬称略 現住所（出身）

　福光旧町地域（福光、福光新町）に転入され、令和３

年度に数え年 61 歳、42 歳、25 歳になる男性の方は是非、

御神輿巡幸にご参加ください。

　詳細は令和申酉会 事務局 村上（090-4685-0255）ま

でお問い合わせください。

申と酉という似た者同士で、気の合う干
支とされている年代として、仲良く協力
して令和初の御神輿巡幸を成し遂げます。


